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f戸五T JAグル…プＪ
Ａ
全
中
の
中
家
徹
会
長
は
４
日
、
全
国
の
国
立
大
学
で
つ
く
る
国
立
大
学
協
会
の

室
伏
き
み
子
副
会
長
ら
と
、
東
京

・
大
手
町
の
Ｊ
Ａ
ビ
ル
で
懇
談
し
た
。
Ｊ
Ａ
と
農
学

部
を
は
じ
め
、
協
同
組
合
と
国
立
大
学
の
幅
広
い
連
携
に
つ
い
て
意
見
交
換
。
地
方
創

生
や
地
方
の
多
様
な
価
値
観
の
発
信
な
ど
に
向
け
、
さ
ら
に
連
携
を
強
化
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
」

中
家
会
長
は

「農
業
振
興

一や
地
域
活
性
化
に
Ｊ
Ａ
が
取

・り
組
む
中
、
国
立
大
学
と
連

．携
し
、
指
導
も
い
た
だ
い
て

一ぃ
る
。
農
業
だ
け
で
な
く
、

一協
同
組
合
も
含
め
て
幅
広
く

一連
携
を
進
め
た
い
」
と
強

一調
い
室
伏
副
会
長
は

「
国
立

一大
学
も
各
大
学
の
特
色
を
生

て
い
る

。

」
れ
か
ら
も
協
力
し
、
よ
り

よ
い
も
の
を

つ
ぐ
り
だ
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

両
団
体
の
懇
談
は
初
め
て

で
、
国
立
大
学
協
会
か
ら
呼

び
掛
け
た
一
同
協
会
は
、
国

立
大
学
と
Ｊ
Ａ
が
連
携

・
協

力
し
た
取
り
組
み
の
調
査
結

果
を
持
参
し
、
農
学
系
学
部

の
授
業
協
力
や
委
託
研
究
、

寄
付
講
座
＾
包
括
的
な
連
携

協
定
な
ど
全
国
で
延
べ
９０
事

例
あ

っ
た
と
報
告
し
た
。
中

家
会
長
は
こ
れ
ら
を
横
展
開

し
て
い
く
方
針
を
示
し
た
。

両
団
体
は
地
方
創
生
に
向

け
て
、
Ｊ
Ａ
や
国
立
大
学
が

果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
つ

い
て
認
識
を
共
有
。
農
業
の

実
情
や
、
地
域
の
多
様
な
価

値
観

。
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
、

正
確
な
情
報
を
発
信
し
て
い

く
こ
と
で
も

一
致
し
た
。

懇
談
に
は
、
全
中
の
比
嘉

政
浩
専
務
や
、
日
本
協
同
組

合
連
携
機
構

（
Ｊ
Ｃ
Ａ
）
の

青
竹
豊
常
務
ら
も
同
席
し

た
。

地
方
創
生
に
向
け
て
意
見
交
換
し
た
全
中
の
中
家
会
長
④
と
国

立
大
学
協
会
の
室
伏
副
会
長

（
４
日
、
東
京

。
大
手
町
の
Ｊ
Ａ

ビ
ル
で
）
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